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流通経済大学社会学部は1988年 4 月に開設され，本年度2018年度で30周年を迎える
ことになった。社会学部は現在，「心理学，保育学，社会福祉学，社会学の 4 分野を核
（流通経済大学, 2018）」，とした研究・教育体制となっており，著者は本学社会学科の
心理学分野を担う心理学者の 1 人としてその末席に在籍している。そこで，本稿では社
会学部30周年を節目として，本学の心理学の歴史，そして心理学者の歴史についてその
一部の記録を残しておく。なお歴代教員名について敬称はすべて省略した。
1 ．本学の心理学者と 3つの時代
本学の心理学者について，便宜的に以下のように定義した。（1）流通経済大学に専任
教員として在籍し，社会学科で心理学関連科目を主に担当した教員，あるいは（2）他
学科，他学部に専任教員として在籍し心理学関連の学位を取得している教員，そして，
（3）開学当初，社会学部開設前に「心理学」を担当した専任教員。この 3 つの定義のい
ずれかにあてはまる心理学者は表 1 のとおりである。
この表からは，本学開設時には 1 名だった心理学者が，現在は 6 名となり，大学が 1
学部 1 学科から 5 学部 9 学科に拡大するのに伴い，心理学者も増加していることがわか
る。また，ここには記載していないが，心理学関連領域を専門とする本学専任教員は他
にも在籍しており，定義次第では，さらに多くの心理学者が在籍しているといえるかも
しれない。
表 2 において，流通経済大学の心理学における時代区分を 3 つに分けた。最初の黎明
期は開学時の心理学である。この期間は，「早稲田心理学の父」（早稲田大学史編集所, 
1976）である赤松保羅が在籍していた。その後，20年弱の空白を経て社会学部が開設さ
れ，それに伴い今井芳昭，佐藤尚人の 2 名が社会学部に着任し，その年には経済学部に
中村美枝子も着任した。これから15年ほどは今井，佐藤の 2 名を中心として，社会学部
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の心理学を確立した時代といえるだろう。そして，2004年以降，本学の心理学にはさま
ざまな動きがあった。まず，2004年度に中村の社会学科への移籍，同年度末の今井の退
職，2006年度の高口央の社会学科への着任，同年著者山岸は流通情報学部着任した。そ
の後，山下倫美が2008年に教育学習支援センターに着任，2011年に任期満了で退職し
た。その後は山岸が2013年度に社会学科に移籍，同年度，井垣竹晴は流通情報学部着任，
2017年度に澤海崇文が社会学部国際観光学科に着任した。これは本学の心理学者の学内
および学外異動とともに，増加していった時代といえる。
3 ．黎明期
赤松は，早稲田大学を70歳で退職，名誉教授となり，その後本学の開設時の専任教員
となった。赤松が本学に着任した詳しい経緯はよくわからないが，本学創立10周年記念
論集に寄稿した佐伯（1975）（当時学長）の「10周年記念号によせて」の中には以下の
表 1 ．本学の歴代心理学者
　流通経済大学の歴代心理学者一覧を以下に記す。一部について本学人事部（流通経済大学人事部, 
2018）に確認した。
氏名 流通経済大学　在籍期間
赤松　保羅
1965年 4 月～1970年 3 月
（経済学部所属）
今井　芳昭
1988年 4 月～2005年 3 月
（社会学部社会学科所属，現所属：慶應義塾大学文学部）
佐藤　尚人
1988年 4 月～現在
（社会学部社会学科所属）
中村　美枝子
1988年 4 月～現在
（2004年 4 月経済学部より社会学科に移籍）
高口　央
2006年 4 月～現在
（社会学部社会学科所属）
山岸　直基
2006年 4 月～現在
（2013年 4 月流通情報学部より社会学科に移籍）
山下　倫美
2008年 4 月～2012年 3 月
（教育学習支援センター専任所員，現所属：十文字学園女子大学）
井垣　竹晴
2013年 4 月～現在
（流通情報学部所属）
澤海　崇文
2017年 4 月～現在
（国際観光学科所属）
表 2 ．流通経済大学の心理学史， 3 つの時代
期間 時代名称
1965年度　～　1969年度 黎明期
1988年度　～　2003年度 確立期
2004年度　～　現在　　 変革期
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記載がある。
また，それにつけても忘れることのできないのは，かつて本学教授として，この学
術研究会の草創に尽され，あるいは論集に筆を執られた先学の方々である。今は亡き
高木友三郎（世界経済論），山村喬（経済政策），の両碩学，そして減益を退かれこ
そしたが，学会の耆宿として矍鑠たる島田孝一（初代学長，交通経済論），松好貞夫
（初代経済学部長，日本経済史），赤松保羅（心理学），高橋秀雄（交通経済論），工藤
和馬（交通政策），村瀬示路（英語学），高木寿一（財政学）の諸先生であって，新し
い大学に学問の気風を培われた事績は，本学の歴史とともに不朽である。
このように，経済学や交通論など流通経済大学の骨格となる学問を担当した教員とと
もに，名を連ねていた。赤松と佐伯の何らかの繋がりを示すものかもしれない。
ここで赤松が本学に着任するまでの略歴を紹介する。赤松は，戸川（1981）によれば，
「あかまつぽーろ」と読む。そしてその名前が示すように，生家である新宮市のキリス
ト教の家庭で育ったためであるという。赤松は1891年 8 月に和歌山県新宮市に生まれた。
ちなみに，作家の佐藤春夫は1982年に同じ新宮市に生まれている。そしてその息子佐藤
方哉は慶應義塾大学文学部の教授（心理学者）であった。
赤松は，1917年から1921年にかけて渡米し，コルゲート大学およびコロンビア大学で
哲学，心理学の研究をしている。米国ではJ・B・ワトソン（J. B. Watson）が1915年に
米国心理学会の会長になるなど，彼らを中心とする行動主義的な考え方が一世を風靡し
ており，彼は行動主義的な考え方に強く影響を受けた（早稲田大学大学史編集所, 1978）。
そして特にコロンビア大学留学時にウッドワース（R. S. Woodworth）の講義を聞き，
ウッドワースを先生と呼んでいた（戸川, 1981）。ウッドワースは，ウィリアム・ジェー
ムズ（William James）やJ・M・キャッテル（James McKeen Cattell）の下で大学院生
活を送っていた。そして，ワトソンが米国心理学会会長を務めた前年1914年に会長を務
めていた。赤松は米国心理学の中心で心理学を学んでいたといえるだろう。
その後，赤松は帰国後に早稲田大学に着任し，1933年に早稲田大学文学部心理学専攻
を開設し，「早稲田心理学の父」と呼ばれるようになった。現在，早稲田大学戸山キャ
ンパスの36号館には赤松記念室という名称の部屋があり，ゼミの研究室等として使用さ
れている。現在も早稲田大学内に名前を残している（早稲田大学, 2018）。
1965年度 4 月に本学に着任した後は，図書館長に着任し，1965年11月に発行された
開学記念論文集の編集委員会代表を務めている。そして，「現代心理学とWoodworthの
Dynamic Psychology」という論文を掲載している（赤松, 1965）。その論文では，ウッ
ドワースの自伝的内容と，彼のDynamic Psychologyという機能主義的な考え方につい
て紹介している。また，本学での担当科目は「心理学」であった（流通経済大学三十年
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史編纂室, 1998）。　残念ながら，赤松の本学での教育研究活動について，それを記した
資料を発見することができなかったが，この開学記念論文集に掲載された論文はその断
片を感じさせる貴重な資料である。
本来，社会学部30周年特集号であれば，社会学部設立からの30年の心理学を語るべき
であるが，それは，「 2 ．確立期」として改めて執筆の機会を得たいと考えている。
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付録．略年表
　
　以下の付録は主に，流通経済大学三十年史，流通経済大学開学記念論文集，早稲田心理学年報および
人事部の情報に基づいている。ただし，人事部私信と早稲田心理学年報の「赤松保羅先生略歴」の間に
は本学着任と退職の年度に 2 年のずれがあることを指摘しておく。
西暦
流通経済大学
人事部 私信
流通経済大学 三十年史
流通経済大学 開学記念論文集
早稲田心理学年報
1891 8 月14日　生誕和歌山県新宮市
1921 11月　早稲田大学第一，第二高等学院教授
1923 4 月　早稲田大学文学部講師
1925 5 月　早稲田大学文学部助教授
1931 2 月　早稲田大学文学部教授
1933 早稲田大学文学部心理学専攻 開設
1962 3 月　早稲田大学退職･名誉教授
1962
4 月　流通経済大学教授･図書館長
　　　関東学院大学非常勤講師
1965 4 月　着任
4 月　流通経済大学 開学
　　　開学時に｢心理学｣を担当
　　　（本学教授）
1965
11月　開学記念論文集 発行
　　　記念論文集編集委員会代表
1967 3 月　流通経済大学退職
1970 3 月　退職
1979 3 月　関東学院大学退職
1980 8 月29日死去（89歳）
